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令
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七
年
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月
八
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一 

 

 

先
に
閣
議
決
定
い
た
し
ま
し
た
「
「
強
い
経
済
」
を
実
現
す
る
総
合
経
済
対
策
」
を
受
け
て
、
今
般
、
令
和
七
年
度
補
正
予
算

を
提
出
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
御
審
議
を
お
願
い
す
る
に
当
た
り
、
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

（
は
じ
め
に
） 

日
本
経
済
は
、
足
元
の
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
局
面
に
あ
る
も
の
の
、
潜
在
成
長
力
は
伸
び
悩
み
、
賃
金
の
伸
び
は
物
価
上

昇
に
追
い
つ
か
ず
、
個
人
消
費
や
民
間
需
要
の
力
強
さ
を
欠
く
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
米
国
関
税
措
置
に
関
す

る
日
米
協
議
は
合
意
に
至
っ
た
も
の
の
、
世
界
経
済
の
先
行
き
に
は
不
透
明
感
が
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
十
一
月
二
十
一
日
に
、「
「
強
い
経
済
」
を
実
現
す
る
総
合
経
済
対
策
」
を
閣
議
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

総
合
経
済
対
策
は
、「
未
来
へ
の
不
安
を
希
望
に
変
え
る
」
た
め
、
今
の
国
民
の
暮
ら
し
を
守
る
物
価
高
対
策
を
早
急
に
講
じ

る
と
と
も
に
、
日
本
経
済
の
強
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
す
。 

具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
物
価
高
か
ら
暮
ら
し
と
職
場
を
守
る
「
生
活
の
安
全
保
障
」
と
し
て
、
足
元
の
物
価
高
対
策
を
最

優
先
で
実
施
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
危
機
管
理
投
資
・
成
長
投
資
に
よ
り
「
強
い
経
済
」
を
実
現
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
防
衛

力
と
外
交
力
の
強
化
を
図
り
、
国
民
の
安
全
と
繁
栄
を
支
え
る
「
強
い
日
本
」
を
実
現
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 



 

二 

 

 

（
令
和
七
年
度
補
正
予
算
の
大
要
） 

次
に
、
総
合
経
済
対
策
の
実
行
等
の
た
め
に
今
国
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
令
和
七
年
度
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
申
し

述
べ
ま
す
。 

一
般
会
計
に
お
き
ま
し
て
は
、
歳
出
に
お
い
て
総
額
で
約
十
八
兆
三
千
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
総
合
経
済
対
策
に
基
づ
き
、「
生
活
の
安
全
保
障
・
物
価
高
へ
の
対
応
」
の
た
め
の
経
費
と
し
て
約
八

兆
九
千
億
円
、「
危
機
管
理
投
資
・
成
長
投
資
に
よ
る
強
い
経
済
の
実
現
」
の
た
め
の
経
費
と
し
て
約
六
兆
四
千
三
百
億
円
、「
防

衛
力
と
外
交
力
の
強
化
」
の
た
め
の
経
費
と
し
て
約
一
兆
六
千
六
百
億
円
、「
今
後
へ
の
備
え
」
と
し
て
予
備
費
に
約
七
千
百
億

円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
と
し
て
約
一
兆
千
三
百
億
円
、
そ
の
他
の
経
費
と
し
て
約
六
千
六
百
億
円

を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
既
定
経
費
を
約
一
兆
二
千
億
円
減
額
し
て
お
り
ま
す
。 

歳
入
に
お
い
て
は
、
税
収
に
つ
い
て
、
最
近
ま
で
の
収
入
実
績
等
を
勘
案
し
て
約
二
兆
八
千
八
百
億
円
の
増
収
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。
ま
た
、
税
外
収
入
に
つ
い
て
、
約
一
兆
二
百
億
円
の
増
収
を
見
込
む
ほ
か
、
前
年
度
剰
余
金
約
二
兆
七
千
百
億
円

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。



 

三 

 

 

以
上
に
よ
っ
て
な
お
不
足
す
る
歳
入
に
つ
い
て
、
公
債
を
約
十
一
兆
七
千
億
円
発
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
結
果
、
令
和
七
年
度
一
般
会
計
補
正
後
予
算
の
総
額
は
、
一
般
会
計
当
初
予
算
に
対
し
て
歳
入
歳
出
と
も
に
約
十
八
兆

三
千
億
円
増
加
し
、
約
百
三
十
三
兆
五
千
億
円
と
な
り
ま
す
。 

令
和
七
年
度
一
般
会
計
補
正
後
予
算
の
公
債
発
行
額
は
約
四
十
兆
三
千
四
百
億
円
と
令
和
六
年
度
一
般
会
計
補
正
後
予
算

の
公
債
発
行
額
で
あ
る
約
四
十
二
兆
千
四
百
億
円
を
下
回
っ
て
お
り
、
財
政
の
持
続
可
能
性
に
も
配
慮
し
た
姿
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
に
つ
き
ま
し
て
も
、
所
要
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
経
済
対
策
を
踏
ま
え
、「
生
活
の
安
全
保
障
・
物
価
高
へ
の
対
応
」
、「
防
衛
力
と

外
交
力
の
強
化
」
等
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
約
四
兆
四
千
八
百
億
円
を
追
加
し
て
お
り
ま
す
。 

 （
む
す
び
） 

以
上
、
令
和
七
年
度
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

我
が
国
の
経
済
は
今
、
成
長
に
向
け
た
投
資
拡
大
と
生
産
性
向
上
を
伴
う
「
成
長
型
経
済
」
に
移
行
で
き
る
か
ど
う
か
の
分

岐
点
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。
国
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
一
人
一
人
が
希
望
を
持
て
る
強
い
経
済
を
確
実
に
取
り
戻
し
て
い
く
た



 

 

四 

 

 

め
、
本
補
正
予
算
の
一
刻
も
早
い
成
立
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


